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前
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
定
め
る
一
般
廃
棄

物
は
、
他
の
一
般
廃
棄
物
と
分
別
し
て
収
集
さ
れ
た
も

の
に
限
る
。
た
だ
し
、
非
常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応

急
措
置
と
し
て
第
二
条
の
三
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
市

町
村
の
委
託
を
受
け
て
処
分
す
る
一
般
廃
棄
物
で
あ
っ

て
、
処
分
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
他
の
一
般
廃

棄
物
と
分
別
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を
経

過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
二
条
の
七
の

十
六
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
一
号

警
察
法
施
行
令（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
一
号
）

第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
家
公
安
委
員
会

個
人
情
報
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
四
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

河
野

太
郎

国
家
公
安
委
員
会
個
人
情
報
管
理
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

国
家
公
安
委
員
会
個
人
情
報
管
理
規
則
（
平
成
十
七
年

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
第
一
号
中
「
範
囲
」
の
下
に
「
及
び
当

該
権
限
の
内
容
」
を
加
え
る
。

第
八
条
の
見
出
し
を「（
事
故
発
生
時
等
の
措
置
）」に
改

め
、
同
条
第
二
項
中
「
再
発
」
を
「
発
生
又
は
再
発
の
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、同
条
第
一
項
中「
漏

え
い
そ
の
他
保
有
個
人
情
報
の
管
理
に
係
る
事
故
が
発
生

し
た
と
き
は
」
を
「
前
項
の
報
告
を
受
け
た
と
き
は
」に
、

「
事
故
の
」
を
「
そ
の
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項

と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

警
察
庁
職
員
は
、
漏
え
い
そ
の
他
保
有
個
人
情
報
の

管
理
に
係
る
事
故
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
総
括
個
人
情
報
管

理
者
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。
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